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2022 年 1月 9日（日）9：30～12：10                    写真協力：伊藤義人氏 

参加者：大人 15 名 子ども 4名 天気：晴れ 

 

 

11 月にミノウスバが産卵していたマサキを見ました。ミノウスバは卵で越冬するはずですが、なぜか卵は

見つけられませんでした。熟したマサキの実が割れてオレンジの種が顔を出していました。頭上の高い所に

カラスウリの実がなっているのが見えました。またクロガネモチにも赤い実がたくさんついていました。  

 

積み上げられたスホウチクのところどころに穴が開いているのを見て、節を割ってみました。穴は去年タイ

ワンタケクマバチが開けたもので、竹の中には卵から成長し成虫になったタイワンタケクマバチが 4頭ほど

潜んでいました。別の竹からはハイイロヤハズカミキリが見つかりました。カミキリムシを漢字で「天牛」

と表しますが、写真を拡大してみると子牛のような顔をしていました。近くのエノキの木の根元の落ち葉を

裏返して越冬している虫を探しました。ワカバグモとゴマダラチョウの幼虫を見つけることができました。   

コナラの枝にシンジュサンの繭がついていました。近くにクロガネモチの木があり、これを食べて育ったよ

うでした。森に少し入ったところにムネアカハラビロカマキリの死骸が落ちていました。頭部だけが欠けて

いて、その理由はわかりませんが、腹部は無傷なので鳥に食べられたわけではないのではないかと話す参加

者がいました。せせらぎ沿いのロープ柵の杭にはナナホシテントウの前蛹や蛹がたくさんくっついていまし

た。その多くが南側についていて、早く成長できるように温かい場所を選んでいるとの説明を聞きました。 

 

 

今年は寒い年明けとなり、前週にはうっすらと雪が積もる日もありましたが、この週末は穏やかな日和に
恵まれました。この日は朝から明るい日差しに包まれ、気温も時間とともに上がるのを感じました。 
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畑の方へ移動してまた生き物を探しました。側溝の中を探っていた子どもが見つけたのは交尾中のカメムシで

した。大学生が大きな倒木をひっくり返すと、いろいろな生き物が隠れていました。サトユミアシゴミムシダ

マシ、キノコムシ、シロアリ、イセノナミマイマイ、ワラジムシなどです。キノコムシはツヤツヤと光ってい

ました。池の近くでタカサゴユリの実を摘んで殻を逆さにすると、数えきれないほどの種が出てきました。  

参加者の小学生がザリガニを捕獲するために仕掛けた罠を一緒に見に行きましたが、獲物はほとんどかかってい

ませんでした。前日に仕掛けたばかりとのことで、寒いので動きが遅いせいではないかと話しました。倒木につ

いていたカイガラタケとカワラタケはどちらも傘の部分が直接樹皮から出ていて表側は環状の模様がありまし

た。でも裏側を見るとカイガラタケにはひだがあるのに対し、カワラタケにはひだが全く見られませんでした。  

帰り道に寄った湿地では周辺の広葉樹の落ち葉が大量に降り積もっていました。放置すると土壌が富栄養になっ

てしまい湿地で育つ植物のためには望ましくないという参加者の声がありました。さとの道を通って帰る途中で

子どもがフジの実を拾いました。さやを開いてみると丸くて茶色の種が互い違いに左右のさやにくっついていま

した。振り返りの場では小学生が見つけたという霜柱をみんなで観察しました。高さは 1.5 センチほどでした。  

平和公園での観察項目（観察順）: ウメのつぼみ,マサキ,カラスウリ,クロガネモチ,センダン,ムネアカハラビロ

カマキリの卵鞘,タイワンタケクマバチの開けた穴,スホウチク,タイワンタケクマバチ,ハイイロヤハズカ

ミキリ,ワカバグモ,ゴマダラチョウの幼虫,池の氷,シンジュサンの繭,モリチャバネゴキブリ,死んだムネア

カハラビロカマキリ,ナナホシテントウの前蛹と蛹,カメムシの幼虫,エビグモの仲間,カマキリの卵鞘,ハマ

キガの仲間,狩りバチの巣,ソシンロウバイ,地衣類,ハムシの仲間,セイヨウタンポポ,サクラの花芽,アキニ

レの実,ヤチグモ,マンリョウ,交尾するカメムシ,寄生バチ?,イセノナミマイマイ,キノコムシの仲間,サトユ

ミアシゴミムシダマシ,シロアリ,ワラジムシ,コマツナ,タカサゴユリの種,ザリガニの罠,カイガラタケ,カ

ワラタケ,キノコの菌糸,フジの実,フユノハナワラビ,ヤマウルシの実,霜柱 

カイガラタケ ザリガニ捕りの罠 
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